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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、膜結合グアニル酸キナーゼ（MAGUK）ファミリーに属するカスパーゼリクルートドメイン含有タンパク質をコードしています。このタンパク質ファミリーのメンバーは、細胞接着、シグナル伝達、細胞極性制御など、多様な細胞プロセスに関与する足場タンパク質です。このタンパク質は、細胞アポトーシスおよびNF-κB活性化の正の調節因子として機能することが知られているタンパク質BCL10と特異的に相互作用することが示されています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2012年4月],注意：PROSITE、Pfam、SMARTでは検出されないSH3ドメインを含むと想定されています。,機能：BCL10およびIKKを介してNF-κBを活性化します。 BCL10のリン酸化を刺激する。,類似性：CARDドメインを1つ含む。,類似性：グアニル酸キナーゼ様ドメインを1つ含む。,類似性：PDZ（DHR）ドメインを1つ含む。,サブユニット：CARD14とBCL10はCARD-CARD相互作用によって結合する。,組織特異性：胎盤で発現する。HeLa S3細胞でも検出されたが、試験した他の癌細胞株では検出されなかった。,
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	CAR14抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

